
●開催時間／各回14:00～（30分程度）  ●会場／まちなか総合ケアセンター（総曲輪4丁目）
申し込み・参加費は不要です！  まちなか総合ケアセンターへ是非お越しください！！
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 1 水 お口の体操～食べる力を鍛えよう～
 2 木 便秘症改善の食事について
 6 月 放射線治療について
 7 火 慢性腎臓病について
 8 水 こどものお薬の飲ませ方・使い方
 9 木 こどもの脱水 

～家庭でのケアと受診の目安～
13 月 エコノミークラス症候群って？
14 火 メンタルヘルス～心の健康～
15 水 乳がんと遺伝
16 木 検査結果の見方～脂肪～
20 月 フットケア～足からの健康～
21 火 子育て・孫育て講座 ～断乳と

卒乳ってなに・離乳食とおやつを知ろう～
22 水 一次救命処置を体験してみませんか

～ＡＥＤを使ってみよう！～
23 木 認知症の基礎知識
27 月 骨粗鬆症シリーズ Ⅰ 看護師が語る

骨粗鬆症ってな～に？
28 火 骨粗鬆症シリーズ Ⅱ 薬剤師が語る

骨粗鬆症のお薬について
29 水 骨粗鬆症シリーズ Ⅲ  栄養士が語る

コツコツ続ける骨粗鬆症を予防する食事
30 木 骨粗鬆症シリーズ Ⅳ  理学療法士が語る

やってみよう！ 骨を強くする運動

 3 月 心臓の病気と上手に付き合う
ためにできること

 4 火 風邪の防ぎ方・治し方
 5 水 災害時に起こる病気について

～準備と対策～
 6 木 糖尿病の合併症ってなーに？
10 月 検査結果の見方～肝臓～
11 火 ＭＲＩとＣＴどう違うの
12 水 おむつの処方箋

～当て方・選び方～
13 木 こどもの障害（事故）予防
18 火 認知症シリーズ Ⅰ

作業療法士が語る
認知症予防について

19 水 認知症シリーズ Ⅱ
認知症看護認定看護師が語る
認知症予防について

20 木 認知症シリーズ Ⅲ 薬剤師が語る
認知症予防について

25 火 在宅介護と介護保険
26 水 緩和ケアは在宅でもできますよ
27 木 いびき気になりませんか？

～睡眠時無呼吸症候群について～

富 山 市 民 病 院 の 基 本 理 念
The Idea of the Toyama City Hospital

ふ れ あ い 健 康 講 座

使　命
MISSION 私たちは医療を通して皆様の健康を守り、豊かな地域づくりに貢献します。

富山市民病院の存在意義

●思いやり やさしさ、やすらぎ、おもてなし、親切
●つながり 連携、チームワーク、わかりやすさ

価値観
VALUE

●信頼 安全・安心、満足、透明性
●良質 技術、知識、向上心、科学的
●俊敏 迅速、効率的、的確

我々が何を大切にしていくかのキーワード

展　望
VISION

●地域から最も信頼される病院になる
●地域医療の質向上を牽引する病院になる
●地域医療情報ネットワーク構築の中心的役割を担う病院になる

将来どのような姿を目指すのか

日本医療機能評価機能富山市立富山市民病院

富山市立富山市民病院

富山市民病院マガジン「きよら」

●題名の「きよら」は病院の清潔なイメージや医療の透明性、
そして心の美しさを表し、柔らかでやさしい書体はやすらぎ
と信頼を表現しています。
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脳血管内治療の
スペシャリスト登場
脳血管内治療

日々 の鍛練で向上し続ける、
脳神経外科医としての在り方

富山市民病院、
4月より新体制
スタート！

新体制

各科新部長紹介。
患者さんとの向き合い方を語る

 2 月 あなたの心臓はお元気ですか？
～心臓の病気あれこれ～

 3 火 日頃からやろう！感染予防
 4 水 10分間でできる腰痛体操
 5 木 高血糖が危ない！～血糖値って

なぜあがるの？ HbA1cって何？～
 9 月 肥満を食事で改善！ ～糖尿病

予備群にならないために～
10 火 ちょっと気になる薬の話

～薬とサプリメント～
11 水 ちょっと待って！ その尿漏れ

放っておいても大丈夫？
12 木 こどもの発熱 ～家庭での

ケアと救急受診の目安～
17 火 心臓超音波検査について
18 水 大腸がん治療のお薬
19 木 脳卒中について
23 月 レントゲン検査の種類
24 火 白内障について
25 水 むくみってなーに？ 

～リンパ浮腫について～
26 木 認知症って、なに？
30 月 がん相談支援センター

～がん何でも相談室ってどんなとこ～
31 火 熱中症について



0% 20 40 60 80 100%

0% 20 40 60 80 100%

外来診療棟 西病棟

心臓リハビリテーション室

ふれあい
地域医療
センター

薬局

がん何でも
相談室

看護外来
栄養指導室

レントゲン受付
撮影

中央放射線部

防災センター

売店

売店

理髪店

空調
機械室

院内保育所
精神デイケア

透析内科

食堂

休憩室

コーヒーショップ

入退院口
（夜間入口）

入退院口
（夜間入口）

CDコーナー

休
憩
コ
ー
ナ
ー

中央受付

脳神
経外科

外科・
乳腺外科

整形外科・
関節再建外科

血管造影室

待合ホール

ドック
更衣室

救急
センター

再来
受付機 内科

案内図

花屋

患者アドボカシー室

開放型
医師室

8F

2F1F

7F

6F

5F

4F

3F

2F

1F

B1F

8F

7F

6F

5F

4F

3F

2F

1F

B1F

内科

内科

整形外科

外科

産婦人科

事業管理者室
院長室
副院長室
看護部長室
看護科事務室
電話交換室

売店
コーヒーショップ
食堂
仮眠室
保育室
職員休憩室
防災センター

薬品管理事務室
霊安室
剖検室

集団指導室
講堂
図書室
医局

呼吸器・血管外科
小児科
耳鼻いんこう科
皮膚科
産婦人科
精神科
歯科口腔外科
泌尿器科
形成外科
眼科
健診センター

救急センター
脳神経外科
外科・乳腺外科
整形外科・関節再建外科
内科
内視鏡センター
血管造影室
患者アドボカシー室
医療安全管理室

事務局長室
経営管理課
医事課
医療情報室

玄関ホール
総合案内
中央受付
ふれあい地域医療センター
薬局
がん何でも相談室
看護外来
栄養指導室

東病棟 南病棟

内科

泌尿器科
形成外科
呼吸器・血管外科

脳神経外科
内科

皮膚科
眼科
耳鼻いんこう科
内科
歯科口腔外科

内科

小児科
外来治療室

検査部
麻酔科
ペインクリニック内科
集中治療室
手術部
医療マネジメント室
感染防止対策室

レントゲン
放射線科（治療・診断）
リハビリテーション
精神デイケア
緩和ケア内科

精神科

緩和ケア内科

活動療法棟
OTホール

感染症病棟
透析内科

中央リネン室
栄養科

1

撮影
2

撮影
3 4

CTCT
5

腎臓造影
9

透視

呼吸器・
血管外科

感染症病棟

緩和ケア
内科

10

透視
11

CT

透視受付

6

マンモバイオブシー

治療計画室

放射線科
アイソトープ検査
超音波（エコー）
結石
破砕 MRI

MRI

中央カルテ室

医療情報室

医事課

経営管理課

看護部

倉庫

吹き抜け

小児科

耳鼻いんこう科

待合ホール

皮膚科 産婦人科内
視
鏡

セ
ン
タ
ー

中央研究検査部

中央研究検査部

手術室

麻酔科・
ペインクリニック内科

集中治療室（ICU）

OTホール

心臓超音波・呼吸機能・心電図・脳波検査

泌尿
器科

形成
外科眼科

歯科口腔外科

精神科
コンピューター室

事務
局長室会議室

副
院
長
室

副
院
長
室

副
院
長
室

事
業
管
理
者
室

放射線治療室

リハビリ
テーション科

7

8

院
長
室

看
護
部
長
室

感染症病棟

南口

正面玄関

Floor Guide

17

健診
センター

Information 
Board

インフォメーション・ボード

01
T O P I C S

患者満足度調査
平成29年度調査結果について

02

「看護の日・看護週間」イベントを開催しました

T O P I C S

　当院では毎年、看護の日・看護週間のイ
ベントとして「健康相談および健康チェック」
を開催しています。平成30年度も、５月１１
日（金）にイベントを開催し、多くの患者さ
んとご家族の方にご参加いただきました。
　当日には、血圧測定・体脂肪測定・血
糖測定・骨粗鬆症チェック・ハンドマッサー
ジ・健康相談・パンフレット配布を行いました。
　イベントを通して「看護の日」「看護の心」
を知っていただき、また、健康・医療への
関心を深めてもらえば幸いと考えております。

　富山市民病院では、毎年、患者満足度調査を実施しています。29年度も当院を利用されている皆さ
まから多くのご意見をいただき、ありがとうございました。
　当院を選ばれた理由としては、入院・外来ともに「他の医療機関からの紹介」が１位でした。地域
医療支援病院として地域の医療機関との連携が継続的かつ密接になされているものと考えています。
また、総合的な満足度は、グラフの通りとなっております。
　これらの調査結果をふまえ、今後も、当院の理念である「地域医療のリーダー病院になる」というビ
ジョンを堅持し、医療サービスの改善及び質の向上のために努力することで、より一層の期待に応えら
れる病院を目指したいと考えています。

当院を家族・友人などに紹介したいですか？Q1

ぜひしたい まあしたい あまりしたくない 全くしたくない 無回答
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今後も当院を利用したいと思われますか？Q2

入院
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富山市民病院、
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微
鏡
下
で
の
手
術
を
２
０
０
例
執
刀
し
、
学

会
発
表
、
論
文
発
表
を
行
い
申
請
し
、
審
査
の
結
果
で
認
定

さ
れ
ま
す
。

　

最
近
は
、
ネ
ッ
ト
で
簡
単
に
医
師
の
資
格
の
情
報
を
調
べ

る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
専
門
医
や
指
導
医
の
認
知
度
も
上

が
っ
て
い
ま
す
。
患
者
さ
ん
が
病
院
を
選
ぶ
際
、
経
験
を
多

く
積
ん
だ
医
師
、
専
門
性
を
求
め
る
上
で
、
専
門
医
や
指
導

医
が
い
る
病
院
で
あ
る
か
と
い
う
こ
と
を
、
ひ
と
つ
の
判
断

基
準
と
さ
れ
る
の
も
良
い
か
と
思
い
ま
す
。

脳
卒
中
は
予
防
と

発
症
時
の
対
処
が
大
切

Ｑ
．
脳
卒
中
は
ど
の
よ
う
な
人
が
な
り
や
す
い
の
で
し
ょ 

う
か
。

毛
利　

脳
卒
中
は
40
代
以
上
の
方
が
発
症
し
や
す
い
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
40
歳
く
ら
い
に
な
り
、
ご
家
族
の
ど
な
た
か

に
脳
卒
中
の
既
往
が
あ
る
方
が
い
た
ら
、
発
症
の
傾
向
が
高

ま
る
た
め
、
一
度
脳
ド
ッ
ク
を
受
け
る
こ
と
を
お
勧
め
し 

ま
す
。

Ｑ
．
脳
ド
ッ
グ
と
は
ど
の
よ
う
な
検
診
な
の
で
し
ょ
う
か
。

毛
利　

脳
ド
ッ
ク
は
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ
と
Ｍ
Ｒ
Ａ
の
検
査
を
行
い
ま

す
。
Ｍ
Ｒ
Ｉ
は
強
力
な
磁
石
を
利
用
し
て
、
筒
状
の
装
置
の

中
に
横
た
わ
り
、
磁
気
共
鳴
と
い
う
物
理
現
象
の
応
用
に
よ

り
頭
部
の
断
面
を
画
像
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、
脳
出
血
、
脳

の
病
棟
の
業
務
は
４
月
か
ら
初
め
て
と
な
る
た
め
、
病
棟
ス

タ
ッ
フ
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
円
滑
に
な
る
よ
う
、

日
々
努
力
し
て
い
ま
す
。

脳
血
管
内
治
療
・
脳
卒
中
外
科
治
療

の
専
門
に
つ
い
て

Ｑ
．
毛
利
先
生
は
、
取
得
の
難
し
い
二
つ
の
指
導
医
の
資
格

を
保
有
さ
れ
て
い
る
貴
重
な
先
生
と
の
こ
と
で
す
が
、

専
門
・
資
格
に
つ
い
て
詳
し
く
教
え
て
く
だ
さ
い
。

毛
利　

脳
卒
中
に
対
す
る
手
術
治
療
が
専
門
で
す
。「
日
本

脳
神
経
血
管
内
治
療
学
会
認
定
指
導
医
」
と
、「
日
本
脳
卒

中
の
外
科
学
会
技
術
指
導
医
」
の
資
格
を
持
っ
て
い
ま
す
。

県
内
で
こ
の
両
方
の
指
導
医
の
資
格
を
持
つ
の
は
私
一
人
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
北
陸
で
も
そ
ん
な
に
多
く
の
方
は
い

な
い
と
思
い
ま
す
。

　

脳
血
管
内
治
療
と
は
、
カ
テ
ー
テ
ル
と
い
う
細
い
チ
ュ
ー

ブ
を
足
の
付
け
根
の
動
脈
か
ら
誘
導
し
て
脳
血
管
の
手
術
を

行
う
こ
と
で
す
。
血
管
内
治
療
に
は
、
血
管
が
急
に
詰
ま
っ

た
と
き
に
、
血
栓
を
カ
テ
ー
テ
ル
で
回
収
す
る
血
栓
回
収
術

や
、
頚
部
の
頚
動
脈
が
狭
く
な
っ
た
と
こ
ろ
を
広
げ
る
頚
動

脈
ス
テ
ン
ト
術
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
に
対
し
、
外
科
治

療
は
、
頭
皮
を
切
っ
て
頭
蓋
骨
を
開
け
、
頭
蓋
内
の
病
変
に

直
接
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
手
術
方
法
で
す
。
く
も
膜
下
出
血
の

原
因
と
な
る
破
裂
脳
動
脈
瘤
の
ク
リ
ッ
ピ
ン
グ
術
や
頭
蓋
内
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腫
瘍
、
脳
梗
塞
を
発
見
し
ま
す
。
Ｍ
Ｒ
Ｉ
で
撮
影
し
た
脳
の

血
管
の
様
子
を
立
体
画
像
と
し
て
映
し
出
し
た
も
の
が
、
頭

部
Ｍ
Ｒ
Ａ
（
磁
気
共
鳴
血
管
造
影
）
で
す
。
Ｍ
Ｒ
Ａ
は
動
脈

瘤
を
発
見
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
首
の
血
管
を
み
る
こ
と

も
大
切
で
、
頚
部
に
で
き
た
血
栓
が
脳
に
達
す
る
前
に
発

見
・
処
置
で
き
ま
す
。

　

検
査
に
よ
っ
て
、
た
と
え
ば
脳
動
脈
瘤
が
見
つ
か
っ
た
と

し
て
も
、
破
裂
す
る
確
率
は
年
間
１
％
程
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
な
の
で
、
全
て
の
人
に
緊
急
の
手
術
が
必
要
な
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
血
圧
の
管
理
を
適
正
に
行
う
な
ど
の
対
処

等
、
そ
れ
ぞ
れ
の
患
者
さ
ん
に
合
わ
せ
、
ど
の
よ
う
に
し
て

治
療
し
て
い
く
の
か
、
内
科
の
先
生
と
も
連
携
し
な
が
ら
方

針
を
決
定
し
て
い
き
ま
す
。

Ｑ
．
検
診
の
周
期
と
し
て
は
、
ど
の
く
ら
い
が
ベ
ス
ト
で
す

か
？

毛
利　

10
年
に
一
度
程
が
適
当
か
と
思
い
ま
す
。
も
し
も
家

族
に
既
往
歴
が
あ
れ
ば
、
5
年
に
一
度
程
の
受
診
を
お
勧
め

し
ま
す
。
40
歳
や
50
歳
と
い
っ
た
節
目
の
タ
イ
ミ
ン
グ
や
、

誕
生
日
や
年
末
な
ど
、
ご
自
分
で
覚
え
ら
れ
る
日
に
脳
ド
ッ

グ
を
受
け
ら
れ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

脳
卒
中
は
季
節
の

変
わ
り
目
に
注
意
！

Ｑ
．
脳
の
疾
患
が
起
こ
り
や
す
い
季
節
と
い
う
の
は
あ
り
ま

す
か
？

毛
利　

寒
い
時
期
に
脳
卒
中
、
と
く
に
脳
出
血
が
多
い
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
季
節
の
変
わ
り
目
あ
た
り
の
急
な
温
度
変

化
で
脳
卒
中
が
多
い
印
象
も
あ
り
ま
す
。　
　
　
　

　

ま
た
、
脱
水
症
状
に
な
り
や
す
い
夏
場
は
血
液
の
流
れ
が

悪
く
な
り
起
こ
る
、
脳
梗
塞
に
注
意
で
す
。
こ
れ
か
ら
の
季

節
、
水
分
を
多
く
と
り
、
予
防
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

Ｑ
．
そ
の
他
、
脳
の
疾
患
の
傾
向
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

毛
利　

高
齢
化
社
会
の
中
で
、
心
臓
の
不
整
脈
か
ら
く
る
脳

卒
中
が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。
内
科
の
先
生
が
発
見
す
る
場

合
が
多
い
か
と
思
い
ま
す
の
で
、
こ
ち
ら
も
連
携
が
大
切
に

な
り
ま
す
。

脳
卒
中
の
サ
イ
ン
を

見
逃
さ
な
い
こ
と

Ｑ
．
脳
に
何
ら
か
の
異
変
が
起
こ
っ
た
際
の
、
わ
か
り
や
す

い
サ
イ
ン
な
ど
は
あ
り
ま
す
か
？

毛
利　

急
な
手
の
し
び
れ
や
脱
力
感
な
ど
で
す
。
最
初
、
軽

い
発
作
が
起
こ
っ
て
も
5
分
く
ら
い
で
治
ま
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
し
か
し
、
そ
れ
を
放
っ
て
お
く
と
、
後
悔
す
る
こ
と

に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

血
圧
の
管
理
と
禁
煙
で

脳
疾
患
の
リ
ス
ク
を
下
げ
る

Ｑ
．
脳
の
疾
患
に
対
し
て
、
普
段
か
ら
で
き
る
予
防
法
は
あ

り
ま
す
か
。

毛
利　

一
番
は
、
血
圧
の
管
理
で
す
。
も
と
も
と
血
圧
が
高

く
な
く
て
も
、
1
週
間
に
1
度
程
度
は
血
圧
を
ち
ゃ
ん
と

測
っ
て
い
た
だ
く
習
慣
が
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
薬
局
な

ど
に
血
圧
を
測
る
器
械
が
売
っ
て
い
ま
す
の
で
、
一
家
に
一

台
購
入
し
て
お
く
と
い
い
で
す
ね
。
あ
と
、
た
ば
こ
を
吸
っ

て
い
る
人
は
ぜ
ひ
禁
煙
を
お
勧
め
し
ま
す
。
こ
の
二
つ
で
、

脳
の
病
気
は
大
き
く
減
ら
せ
ま
す
。

　

禁
煙
が
呼
び
か
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
、
か
な
り
経
ち
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ま
す
が
、
愛
煙
家

の
方
は
、
な
か
な

か
自
分
自
身
が
病

気
に
な
る
ま
で
、

ま
た
極
端
な
場
合
、

倒
れ
る
ま
で
、
喫

煙
を
や
め
ら
れ
な

い
も
の
で
あ
る
と

感
じ
て
い
ま
す
。
倒
れ
た
あ
と
で
「
あ
の
と
き
や
め
て
お
け

ば
…
」
と
後
悔
し
て
欲
し
く
な
い
の
で
、
脳
ド
ッ
ク
に
来
ら

れ
た
人
に
は
「
脳
に
は
そ
の
二
つ
が
悪
い
要
素
な
の
で
、
改

善
し
て
い
か
れ
た
ほ
う
が
い
い
で
す
よ
」
と
ア
ド
バ
イ
ス
し

て
い
ま
す
。
血
圧
管
理
と
禁
煙
が
で
き
て
い
た
ら
、
万
が
一

脳
卒
中
に
な
っ
て
も
軽
度
で
済
む
場
合
も
あ
り
ま
す
し
、
こ

の
二
つ
の
リ
ス
ク
軽
減
は
重
要
で
す
。

Ｑ
．
リ
ス
ク
を
想
像
で
き
た
ら
、
生
活
へ
の
意
識
も
高
ま
り

ま
す
ね
。

毛
利　

脳
の
障
害
に
な
る
と
、
完
全
に
回
復
す
る
こ
と
は
難

し
い
で
す
。
半
身
麻
痺
や
言
語
障
害
な
ど
に
な
っ
て
し
ま
う

と
、
発
症
前
に
１
０
０
％
で
き
た
こ
と
が
発
症
後
30
％
に
、

ど
ん
な
に
リ
ハ
ビ
リ
を
し
て
も
50
％
ま
で
し
か
で
き
な
く
な

る
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
う
な
ら
な
い
た
め
に
予
防

は
第
一
で
す
し
、
脳
卒
中
の
リ
ス
ク
を
意
識
し
て
お
く
こ
と

も
大
切
で
す
。

脳
神
経
外
科
医
と
し
て

大
切
に
し
た
い
こ
と

こ
れ
ま
で
と
こ
れ
か
ら

Ｑ
．
先
生
の
今
後
意
識
し
て
取
り
組
み
た
い
こ
と
、
心
が
け

な
ど
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

毛
利　

以
前
は
１
０
０
人
の
手
術
が
必
要
な
患
者
さ
ん
に 

１
０
０
人
が
手
術
に
よ
り
治
療
し
て
い
た
時
代
が
あ
り
ま
し

た
。
し
か
し
、
約
20
年
前
か
ら
は
、
よ
り
使
い
や
す
い
カ

テ
ー
テ
ル
の
開
発
、
技
術
の
進
歩
も
あ
り
、
血
管
内
治
療
の

割
合
が
高
ま
っ
て
き
ま
し
た
。
血
管
内
治
療
は
、
頭
や
首
を

切
開
し
た
り
、
頭
蓋
骨
を
外
し
た
り
す
る
こ
と
な
く
治
療
が

行
え
る
た
め
、
患
者
さ
ん
に
と
っ
て
は
肉
体
的
ス
ト
レ
ス
の

少
な
い
治
療
で
入
院
期
間
も
短
い
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る

た
め
で
す
。
血
管
内
治
療
が
可
能
な
場
合
は
、
そ
ち
ら
を
選

択
す
る
こ
と
が
増
え
、
外
科
治
療
の
件
数
は
少
な
く
な
っ
て

き
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
血
管
内
治
療
で
は
適
応
が
な
く
、
外
科
手
術
で

な
い
と
治
療
で
き
な
い
疾
患
も
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
も
や

も
や
病
の
バ
イ
パ
ス
手
術
は
カ
テ
ー
テ
ル
で
は
で
き
な
い
治

療
で
あ
り
、
バ
イ
パ
ス
の
血
管
を
つ
く
る
治
療
は
開
頭
手
術

と
し
て
今
後
も
な
く
な
ら
な
い
治
療
法
で
す
。
患
者
さ
ん
に

は
常
に
ベ
ス
ト
な
治
療
の
選
択
を
し
て
も
ら
え
る
よ
う
、
外

科
手
術
の
レ
ベ
ル
が
落
ち
な
い
努
力
、
日
々
の
鍛
練
に
よ
り

技
術
を
上
げ
続
け
る
こ
と
を
自
分
の
責
務
と
し
て
考
え
て
い

ま
す
。

　

こ
の
考
え
は
私
が
考
え
た
と
い
う
の
で
は
な
く
、
学
会
で

尊
敬
す
る
先
生
が
「
今
で
も
練
習
し
て
い
る
」
と
い
う
の
を

聞
き
、
こ
ん
な
に
上
手
な
先
生
で
も
練
習
さ
れ
て
い
る
の
か

と
感
銘
を
受
け
、
自
分
が
し
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
と
決

め
、
こ
れ
ま
で
ず
っ
と
続
け
て
い
る
こ
と
な
の
で
す
。
鍛
練

を
積
み
重
ね
る
こ
と
に
よ
り
、
去
年
よ
り
今
年
、
今
年
よ
り

来
年
と
確
実
に
技
術
が
向
上
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
し
、
常

に
向
上
す
る
医
師
で
あ
り
た
い
と
願
い
、
そ
れ
を
叶
え
る
努

力
は
惜
し
み
ま
せ
ん
。

チ
ー
ム
医
療
の
向
上

そ
し
て
、ひ
と
り
で
も
多
く
の

患
者
さ
ん
を
治
す
こ
と

Ｑ
．
先
生
が
今
後
、
富
山
市
民
病
院
で
行
っ
て
い
き
た
い
こ

と
な
ど
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

毛
利　

着
任
し
て
感
じ
て
い
る
の
は
、
当
院
の
ス
タ
ッ
フ
は

向
上
心
が
強
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
わ
た
し
も
指
導
医
と
し

て
、
後
進
の
育
成
に
も
力
を
入
れ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

院
内
で
カ
テ
ー
テ
ル
治
療
の
勉
強
会
を
開
く
な
ど
、
積
極
的

に
チ
ー
ム
医
療
の
向
上
に
つ
な
が
る
取
り
組
み
を
し
、
そ
れ

が
ひ
と
り
で
も
多
く
の
患
者
さ
ん
を
治
す
こ
と
に
繋
が
っ
て

い
く
と
信
じ
て
い
ま
す
。
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患
者
さ
ん
の
疾
患
に
対
す
る

院
内
一
貫
体
制
に
メ
リ
ッ
ト

Ｑ
．
４
月
か
ら
富
山
市
民
病
院
へ
赴
任
さ
れ
ま
し
た
が
、
以

前
は
ど
ち
ら
の
病
院
に
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
か
？

野
村　

金
沢
市
立
病
院
で
10
年
間
勤
務
し
、
今
回
富
山
へ
異

動
し
て
き
ま
し
た
。
も
と
も
と
出
身
は
富
山
市
な
の
で
、
こ

ち
ら
の
病
院
に
来
て
か
ら
は
中
学
や
高
校
時
代
の
懐
か
し
い

同
期
の
顔
な
ど
も
見
か
け
、
よ
り
よ
い
協
力
体
制
を
築
い
て

い
け
る
の
で
は
な
い
か
と
実
感
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
．
以
前
の
病
院
と
の
違
い
な
ど
何
か
感
じ
ら
れ
て
い
る
こ

と
は
あ
り
ま
す
か
。

野
村　

以
前
も
市
立
病
院
だ
っ
た
の
で
す
が
、
富
山
市
民
病

院
に
あ
る
「
呼
吸
器
外
科
」「
放
射
線
治
療
科
」「
緩
和
ケ
ア

内
科
」
と
い
っ
た
科
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
で
す
の
で
、

こ
れ
ま
で
は
肺
が
ん
患
者
さ
ん
は
病
状
に
よ
っ
て
治
療
可
能

な
他
病
院
へ
紹
介
す
る
形
で
対
応
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
で

し
た
。
富
山
市
民
病
院
で
は
、
手
術
、
放
射
線
治
療
、
化
学

療
法
、
緩
和
ケ
ア
な
ど
全
て
院
内
で
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す

の
で
、
患
者
さ
ん
を
一
貫
し
て
診
れ
る
と
こ
ろ
が
大
き
な
メ

リ
ッ
ト
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

患
者
さ
ん
一
人
一
人
の
病
状
に
応
じ
て

よ
り
適
切
な
治
療
を
選
択

Ｑ
．
呼
吸
器
内
科
の
特
色
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

野
村　

呼
吸
器
内
科
で
は
気
道
・
肺
疾
患
の
診
療
を
行
っ
て

い
ま
す
。
肺
炎
と
い
っ
て
も
通
常
の
細
菌
性
肺
炎
以
外
に

様
々
な
肺
炎
が
あ
り
、
膠
原
病
や
ア
レ
ル
ギ
ー
、
薬
剤
な
ど

が
関
与
す
る
も
の
も
あ
り
診
断
は
容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

可
能
な
限
り
情
報
を
集
め
て
診
断
・
治
療
に
つ
な
が
る
よ
う

努
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
主
に
入
院
が
中
心
で
す
が
、
肺
が

ん
の
治
療
も
行
っ
て
い
ま
す
。
以
前
は
、
肺
が
ん
と
診
断
が

つ
い
た
時
点
で
ほ
ぼ
推
奨
治
療
薬
が
決
ま
っ
て
い
ま
し
た
が
、

現
在
で
は
組
織
診
断
の
み
な
ら
ず
遺
伝
子
異
常
な
ど
の
検
査
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患
者
さ
ん
に
と
っ
て
の
最
善
を

チ
ー
ム一
丸
と
な
っ
て
支
え
る

呼吸器内科部長

野
の 　 む ら

村　智
さとし

医師

富
山
市
民
病
院
、４
月
よ
り
新
体
制
ス
タ
ー
ト
！

各
科
新
部
長
紹
介
。
患
者
さ
ん
と
の
向
き
合
い
方
を
語
る

特
集

呼吸器
内科



が
必
須
と
な
っ
て
き
て
お
り
、
患
者
さ
ん
の
が
ん
の
タ
イ
プ

に
応
じ
て
よ
り
適
切
な
薬
剤
を
使
用
す
る
こ
と
が
可
能
と
な

り
ま
し
た
。

Ｑ
．
患
者
さ
ん
の
年
齢
層
は
？

野
村　

年
齢
層
は
幅
広
い
で
す
。
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
（
肺
気
腫
）、

肺
が
ん
は
年
齢
の
高
い
方
が
多
く
、
喘
息
や
ア
レ
ル
ギ
ー
疾

患
は
若
い
方
が
増
え
て
い
ま
す
。

Ｑ
．
近
年
増
加
傾
向
に
あ
る
呼
吸
器
系
の
病
気
な
ど
は
あ
り

ま
す
か
？

野
村　

生
活
環
境
の
変
化
に
よ
る
も
の
か
、
喘
息
な
ど
の
ア

レ
ル
ギ
ー
疾
患
の
患
者
さ
ん
の
受
診
が
増
え
て
い
ま
す
。
ま

た
、
高
齢
化
が
進
ん
だ
こ
と
に
よ
り
、
肺
が
ん
の
患
者
さ
ん

が
増
え
て
い
ま
す
。
画
像
診
断
技
術
の
向
上
に
よ
り
、
肺
が

ん
は
早
期
発
見
が
可
能
と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

多
数
の
医
師
た
ち
と
連
携

密
な
治
療
確
認
・
相
談

Ｑ
．
現
在
、
呼
吸
器
内
科
に
は
何
人
の
先
生
が
い
ら
っ
し
ゃ

る
の
で
す
か
？

野
村　

常
勤
医
師
2
名
で
す
。
そ
の
他
、
外
来
へ
応
援
に
来

て
く
だ
さ
っ
て
い
る
非
常
勤
医
師
が
1
名
で
す
。

Ｑ
．
先
生
た
ち
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
、
ど
の
よ
う

に
図
ら
れ
て
い
ま
す
か
？

野
村　

患
者
さ
ん
の
治
療
方
針
な
ど
を
確
認
や
相
談
す
る
カ

ン
フ
ァ
レ
ン
ス
を
定
期
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
気
管

支
鏡
な
ど
の
検
査
は
安
全
面
の
上
で
も
複
数
の
医
師
で
施
行

し
て
お
り
、
顔
を
合
わ
せ
る
機
会
は
多
い
の
で
、
ほ
ぼ
日
常

的
に
協
議
し
な
が
ら
診
療
を
行
っ
て
い
る
状
況
で
す
。
最
近

で
は
呼
吸
器
外
科
と
の
合
同
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
も
開
始
し
ま

し
た
。

Ｑ
．
治
療
に
対
す
る
モ
ッ
ト
ー
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

野
村　

患
者
さ
ん
本
人
の
意
思
を
最
優
先
し
な
が
ら
、
何
が

最
善
の
解
決
策
か
考
え
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
た

だ
、
患
者
さ
ん
本
人
の
希
望
や
意
思
だ
け
で
は
、
本
来
推
奨

さ
れ
て
い
る
治
療
と
全
く
違
う
方
向
へ
進
ん
で
し
ま
う
こ
と

が
あ
り
得
ま
す
。
患
者
さ
ん
の
病
状
の
み
な
ら
ず
、
置
か
れ

て
い
る
生
活
環
境
や
人
生
観
な
ど
も
ふ
ま
え
た
上
で
、
必
要

な
情
報
を
伝
え
、
そ
の
人
に
と
っ
て
の
最
善
策
を
探
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ
．
患
者
さ
ん
に
は
い
く
つ
も
治
療
案
を
出
す
の
で
す
か
？

野
村　

は
い
、
治
療
は
1
通
り
で
は
な
く
、
考
え
ら
れ
る
複

数
の
案
を
出
し
ま
す
。
し
か
し
、
目
の
前
に
案
を
並
べ
た
だ

け
で
、「
Ａ
、
Ｂ
、
Ｃ
、
Ｄ
の
う
ち
好
き
な
も
の
を
選
ん
で

下
さ
い
。」
と
言

わ
れ
て
も
、
患

者
さ
ん
は
自
分

で
選
ぶ
こ
と
は

難
し
い
と
思
い

ま
す
。「
国
内
で

推
奨
さ
れ
て
い

る
治
療
と
し
て

は
Ａ
で
す
が
…
」

「
現
在
の
あ
な
た

の
年
齢
や
体
力
な
ど
を
総
合
的
に
判
断
す
る
と
、
Ａ
で
は
な

く
Ｂ
を
お
す
す
め
し
ま
す
」
と
い
っ
た
提
案
を
し
て
い
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
、
Ａ
を
選
択
さ
れ
る
人
も
い
れ
ば
、
Ａ
ま
た
は
Ｂ

を
お
勧
め
し
て
も
Ｃ
が
希
望
と
い
う
患
者
さ
ん
も
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
。
そ
の
人
の
状
況
に
応
じ
て
、
Ｃ
の
方
針
に
決

ま
っ
た
な
ら
ば
Ｃ
の
方
針
の
中
で
最
善
の
流
れ
に
な
る
よ
う

に
努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ
．
当
院
で
今
後
取
り
組
み
た
い
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

野
村　

特
に
気
管
支
喘
息
や
肺
が
ん
で
は
、
近
年
新
し
い
薬

剤
や
治
療
法
が
出
て
き
て
い
ま
す
。
時
に
専
門
で
も
混
乱
し

そ
う
な
状
況
で
す
が
、
新
し
い
情
報
を
仕
入
れ
な
が
ら
整
理

し
て
い
き
、
患
者
さ
ん
や
開
業
医
の
先
生
方
に
そ
の
情
報
を

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し
て
い
け
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
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外
科
的
治
療
と

内
科
的
治
療
も
行
う
血
管
外
科

Ｑ
．
呼
吸
器
・
血
管
外
科
は
ど
の
よ
う
な
科
な
の
か
教
え
て

く
だ
さ
い
。

武
内　

血
管
外
科
は
、
首
か
ら
下
の
血
管
、
動
脈
、
静
脈
、

リ
ン
パ
管
の
外
科
を
担
っ
て
い
る
科
で
す
。
ま
た
、
外
科
だ

け
で
な
く
内
科
的
な
治
療
も
行
い
ま
す
。
血
管
内
科
と
い
う

科
は
な
い
の
で
、
血
管
に
関
す
る
疾
患
を
全
般
的
に
診
ま
す
。

呼
吸
器
と
血
管
は
担
当
で
分
か
れ
て
お
り
、
私
の
専
門
は
血

管
で
す
。

Ｑ
．
血
管
外
科
の
患
者
さ
ん
の
主
な
疾
患
は
ど
の
よ
う
な
も

の
が
あ
り
ま
す
か
？

武
内　

大
動
脈
瘤
、
大
動
脈
解
離
、
閉
塞
性
動
脈
硬
化
症
、

足
の
静
脈
瘤
な
ど
で
す
。
年
齢
層
は
、
中
高
年
の
方
が
多
い

で
す
。

Ｑ
．
特
に
メ
ジ
ャ
ー
な
疾
患
で
も
あ
る
大
動
脈
瘤
で
す
が
、

原
因
は
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
で
し
ょ
う
？

武
内　

動
脈
硬
化
が
原
因
で
起
こ
っ
て
く
る
場
合
が
多
い
で

す
。
動
脈
硬
化
と
は
、
血
管
の
老
化
現
象
で
あ
り
、
血
管
の

壁
が
脆ぜ
い

弱じ
ゃ
くに
な
っ
て
く
る
と
い
う
こ
と
が
一
つ
の
要
因
で
す
。

老
化
は
止
め
ら
れ
な
い
の
で
す
が
、
動
脈
硬
化
を
進
め
る
因

子
を
抑
制
す
る
こ
と
は
で
き
ま
す
。
血
圧
が
高
い
、
コ
レ
ス

テ
ロ
ー
ル
値
が
高
い
、
糖
尿
病
、
タ
バ
コ
を
吸
わ
れ
て
い
た

り
な
ど
す
る
と
、
動
脈
硬
化
は
進
ん
で
い
き
ま
す
。
そ
れ
ら

を
排
除
し
た
う
え
で
、
治
療
し
て
い
く
こ
と
が
動
脈
硬
化
の

進
行
を
防
い
で
い
く
こ
と
に
繋
が
り
ま
す
。

Ｑ
．
普
段
か
ら
気
を
付
け
る
べ
き
、
具
体
的
な
予
防
法
は
あ

り
ま
す
か
？

武
内　

血
圧
が
高
い
人
は
、
塩
分
を
制
限
し
て
い
た
だ
く
こ

と
で
す
。
そ
れ
で
も
下
が
ら
な
い
場
合
は
、
薬
を
飲
む
必
要

が
あ
り
ま
す
。
生
活
習
慣
病
と
い
わ
れ
る
病
気
な
の
で
、
ま

ず
は
食
事
を
含
む
生
活
習
慣
を
正
し
て
も
ら
う
こ
と
が
第
一

で
す
。

Ｑ
．
大
動
脈
瘤
の
兆
候
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
す
か
？

武
内　

大
動
脈
瘤
に
は
症
状
が
な
く
、
い
つ
の
間
に
か
進
行

し
て
い
る
の
で
「
サ
イ
レ
ン
ト
キ
ラ
ー
」
と
も
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
何
か
し
ら
症
状
が
出
て
き
た
と
き
は
、
動
脈
瘤
が
破

裂
し
か
け
て
い
た
り
、
す
で
に
破
裂
し
た
り
し
て
い
る
よ
う

な
状
況
に
陥
っ
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
を
未
然

に
発
見
す
る
こ
と
が
非
常
に
大
事
で
す
。

Ｑ
．
ど
の
よ
う
に
発
見
す
る
の
で
す
か
？

武
内　

定
期
健
診
な
ど
の
診
察
所
見
か
ら
、
Ｃ
Ｔ
や
エ
コ
ー

で
発
見
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
急
激
に
大
き
く
な
る
も

の
も
あ
り
ま
す
が
、
時
間
を
か
け
て
大
き
く
な
っ
て
く
る
も
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血管外科部長

武
たけ　うち

内 克
かつ　のり

憲
医師

患
者
さ
ん
と
同
目
線
で

信
頼
関
係
を
築
き
迅
速
か
つ

レ
ベ
ル
の
高
い
治
療
を
提
供
す
る

血管
外科



の
が
ほ
と
ん
ど
で
す
の
で
、
動
脈
瘤
発
見
の
た
め
に
は
、
最

低
で
も
5
年
に
一
度
は
検
診
を
受
け
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

も
ち
ろ
ん
、
も
と
も
と
動
脈
瘤
を
持
っ
て
い
る
方
は
、
半
年

な
い
し
1
年
に
一
度
、
検
査
さ
れ
る
こ
と
を
お
す
す
め
し 

ま
す
。

自
分
の
知
識
と
技
術
を

後
輩
医
師
へ
と
繋
ぐ

Ｑ
．
現
在
、
同
じ
科
の
先
生
方
と
は
ど
の
よ
う
な
連
携
を
は

か
っ
て
い
ま
す
か
。

武
内　

先
輩
か
ら
は
、
診
療
や
医
師
と
し
て
の
経
験
な
ど
を

頼
り
に
、
ア
ド
バ
イ
ス
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
後
輩
に

は
、
私
が
で
き
る
範
囲
で
血
管
外
科
に
関
す
る
知
識
や
手
術

を
教
え
て
い
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ
．
血
管
外
科
以
外
の
科
の
先
生
と
の
連
携
は
あ
り
ま
す

か
？

武
内　

も
ち
ろ
ん
で
す
。
た
と
え
ば
透
析
患
者
さ
ん
の
た
め

の
シ
ャ
ン
ト
と
い
う
血
管
を
作
る
手
術
に
お
い
て
は
、
透
析

内
科
と
連
携
し
ま
す
。
ま
た
、
動
脈
疾
患
に
は
背
景
に
生
活

習
慣
病
を
持
っ
て
い
る
方
が
多
い
の
で
、
そ
の
治
療
を
内
科

に
依
頼
し
ま
す
。
静
脈
瘤
に
関
し
て
言
え
ば
、
皮
膚
炎
を
起

す
場
合
が
あ
る
の
で
皮
膚
科
に
依
頼
し
ま
す
。
全
身
を
診
て

い
ま
す
の
で
、
い
ろ
い
ろ
な
科
と
の
連
携
は
当
然
必
要
に

な
っ
て
き
ま
す
。

ス
タ
ッ
フ
の
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン
の

良
さ
を
感
じ
る
挨
拶
習
慣

Ｑ
．
富
山
市
民
病
院
の
良
い
と
思
わ
れ
る
と
こ
ろ
は
あ
り
ま

す
か
？

武
内　

印
象
的
な
の
は
、
ス
タ
ッ
フ
の
挨
拶
で
す
。
廊
下
等

で
す
れ
違
う
ス
タ
ッ
フ
み
ん
な
が
挨
拶
を
交
わ
し
ま
す
し
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
良
さ
を
感
じ
ま
す
。
ま
た
、
手
術

に
関
し
て
も
看
護
師
さ
ん
が
よ
く
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
る
の

で
、
や
り
や
す
い
で
す
。
病
棟
で
も
患
者
さ
ん
の
こ
と
を
良

く
見
て
、
的
確
に
行
動
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

富
山
市
民
病
院
で

取
り
組
み
た
い
こ
と

Ｑ
．
今
後
、
富
山
市
民
病
院
の
中
で
や
っ
て
い
き
た
い
こ
と

や
伸
ば
し
て
い
き
た
い
と
こ
ろ
は
あ
り
ま
す
か
？

武
内　

今
後
、
電
子
カ
ル
テ
等
の
シ
ス
テ
ム
も
変
わ
っ
て
い

く
予
定
で
は
あ
り
ま
す
が
、
も
っ
と
仕
事
が
し
や
す
い
環
境

に
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

私
は
動
脈
瘤
に
お
け
る
ス
テ
ン
ト
グ
ラ
フ
ト
治
療
が
得
意

分
野
で
あ
り
、
富
山
県
で
も
初
期
の
段
階
か
ら
関
わ
っ
て
き

て
い
る
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
症
例
を
伸
ば
し
て
い
き
た
い
で

す
。
ま
た
、
患
者
さ
ん
に
は
、
専
門
家
と
し
て
迅
速
か
つ
適

切
な
治
療
を
提
供
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
で
す
。
東

京
で
も
富
山
で
も
、
同
じ
レ
ベ
ル
の
高
度
な
治
療
を
提
供
す

る
努
力
を
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
新
し
い
治
療

機
器
や
人
工
血
管
も
出
て
い
る
の
で
、
そ
れ
ら
が
本
当
に
良

い
も
の
な
の
か
を
見
極
め
な
が
ら
、
良
い
も
の
は
ど
ん
ど
ん

取
り
入
れ
て
い
き
た
い
で
す
。
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消
化
器
内
科
＝
内
視
鏡

切
って
も
切
り
離
せ
な
い
関
係

Ｑ
．
内
視
鏡
内
科
と
は
ど
の
よ
う
な
科
な
の
で
し
ょ
う
か
。

水
野　

内
視
鏡
内
科
は
「
内
視
鏡
セ
ン
タ
ー
」
と
し
て
、
主

に
消
化
器
内
科
、
呼
吸
器
内
科
、
呼
吸
器
外
科
の
内
視
鏡
検

査
、
内
視
鏡
治
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。
特
に
、
消
化
器
疾
患

の
診
断
お
よ
び
治
療
に
お
い
て
、
内
視
鏡
は
重
要
な
役
割
を

果
た
し
て
い
ま
す
。
消
化
器
内
科
イ
コ
ー
ル
内
視
鏡
に
携
わ

る
者
、
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
く
ら
い
、
消
化
器
内
科

と
内
視
鏡
は
切
っ
て
も
切
り
離
せ
な
い
関
係
で
す
。
ま
た
、

胃
粘
膜
下
腫
瘍
に
対
し
て
、
消
化
器
内
科
と
消
化
器
外
科
が

協
力
し
て
腹
腔
鏡
・
内
視
鏡
合
同
手
術
（
Ｌ
Ｅ
Ｃ
Ｓ
）
を

行
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ
．
水
野
先
生
の
専
門
は
？

水
野　

逆
流
性
食
道
炎
や
、
便
秘
な
ど
の
機
能
性
消
化
管
疾

患
が
専
門
で
、
そ
の
ほ
か
に
、
胆
道
や
膵
臓
に
対
す
る
内
視

鏡
治
療
や
抗
が
ん
剤
治
療
も
行
っ
て
い
ま
す
。
日
本
消
化
器

内
視
鏡
学
会
の
学
術
評
議
員
で
あ
り
、
内
視
鏡
学
会
の
指
導

医
と
専
門
医
を
有
し
て
い
ま
す
。

　

当
院
は
日
本
消
化
器
内
視
鏡
学
会
と
日
本
呼
吸
器
内
視
鏡

学
会
の
認
定
指
導
施
設
で
、
日
本
消
化
器
内
視
鏡
学
会
ま
た

は
日
本
呼
吸
器
内
視
鏡
学
会
の
指
導
医
４
名
、
専
門
医
３
名

が
所
属
し
て
い
ま
す
。

患
者
さ
ん
の
苦
痛
軽
減

最
新
の
内
視
鏡
ツ
ー
ル

Ｑ
．
内
視
鏡
の
検
査
は
ど
う
し
て
も
、
怖
い
、
辛
い
と
い
う

イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
の
で
す
が
…

水
野　

日
本
消
化
器
内
視
鏡
学
会
は
、
上
部
消
化
管
内
視
鏡

検
査
で
あ
れ
ば
１
年
ご
と
、
大
腸
内
視
鏡
検
査
で
あ
れ
ば
３

年
ご
と
に
検
査
を
受
け
る
こ
と
を
推
奨
し
て
い
ま
す
。
患
者

さ
ん
の
多
く
は
、
内
視
鏡
検
査
に
対
し
て
恐
怖
心
を
持
っ
て

お
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
こ
で
当
セ
ン
タ
ー
で
は
「
や
さ

し
い
内
視
鏡
検
査
」
を
目
標
に
掲
げ
、
患
者
さ
ん
に
負
担
の

少
な
い
検
査
方
法
、
苦
痛
を
和
ら
げ
る
方
法
を
追
求
す
る
た

め
に
、
日
々
ス
タ
ッ
フ
同
士
で
話
し
合
い
を
行
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ
．
負
担
の
少
な
い
検
査
に
は
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
の

で
す
か
？

水
野　

内
視
鏡
検
査
の
際
、〝
オ
エ
ッ
〟
と
な
り
そ
う
な
経

験
を
し
た
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
反
射
を
咽
頭

反
射
と
い
い
ま
す
。
こ
の
咽
頭
反
射
が
強
い
方
、
以
前
の
検

査
が
辛
か
っ
た
方
、
検
診
希
望
の
方
に
は
、
内
視
鏡
を
口
か

ら
で
は
な
く
鼻
か
ら
入
れ
る
、
経け
い

鼻び

内
視
鏡
検
査
を
お
勧
め

し
て
い
ま
す
。
内
視
鏡
検
査
で
咽
頭
反
射
が
起
こ
る
の
は
、

舌
の
一
番
奥
の
方
に
触
れ
て
し
ま
う
か
ら
で
す
。
口
か
ら
内

視
鏡
を
入
れ
る
と
そ
こ
に
触
れ
る
こ
と
が
多
い
で
す
が
、
鼻
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か
ら
だ
と
そ
の
部
分
に
は
触
れ
な
い
の
で
、
咽
頭
反
射
が
起

こ
り
に
く
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
口
か
ら
入
れ
る
内
視
鏡
は

通
常
１
㎝
ほ
ど
の
太
さ
で
す
が
、
鼻
か
ら
の
場
合
は
５
㎜
の

細
い
内
視
鏡
に
な
り
ま
す
。
鼻
か
ら
内
視
鏡
を
入
れ
る
た
め

検
査
中
に
会
話
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
気
に
な
っ
た
こ

と
を
質
問
し
た
り
、
気
分
が
す
ぐ
れ
な
い
こ
と
を
伝
え
る
こ

と
が
で
き
る
た
め
、
安
心
し
て
検
査
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

そ
し
て
本
年
6
月
か
ら
は
鎮
静
下
で
の
内
視
鏡
検
査
を
導

入
し
ま
し
た
。
鎮
静
剤
の
注
射
を
使
用
し
た
場
合
に
は
、
検

査
後
に
3
時
間
ほ
ど
休
ん
で
い
た
だ
い
た
り
、
車
の
運
転
を

控
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、
眠
っ
て
い
る
間
に
検
査
を
終

え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
に
、
カ
プ
セ
ル
内
視
鏡
検
査
も
導
入
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
小
腸
の
検
査
が
メ
イ
ン
に
な
り
ま
す
が
、
26
㎜

大
の
カ
プ
セ
ル
を
飲
む
だ
け
で
毎
秒
2
枚
の
写
真
を
撮
影
し
、

約
８
時
間
で
５
万
５
千
枚
か
ら
６
万
枚
程
度
の
画
像
を
撮
影

で
き
ま
す
。
上
部
消
化
管
内
視
鏡
検
査
や
大
腸
内
視
鏡
検
査

で
は
見
る
こ
と
が
難
し
か
っ
た
小
腸
の
観
察
が
可
能
に
な
り
、

原
因
不
明
の
消
化
管
出
血
の
診
断
に
威
力
を
発
揮
し
ま
す
。

Ｑ
．
先
生
の
患
者
さ
ん
に
対
す
る
治
療
の
姿
勢
を
お
聞
か
せ

く
だ
さ
い
。

水
野　

誠
実
さ
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
安
全
な
医
療
を
提
供
す
る

こ
と
、
そ
し
て
患
者
さ
ん
の
苦
痛
を
軽
減
す
る
こ
と
を
と
て

も
大
事
に
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
患
者
さ
ん
に
寄
り

添
っ
た
検
査
・
治
療
が
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

内
視
鏡
治
療
は
身
体
へ
の
負
担
が
少
な
い
こ
と
が
特
徴
で

す
。
昔
は
お
腹
を
開
け
な
け
れ
ば
い
け
な
か
っ
た
治
療
も
、

今
は
内
視
鏡
で
治
療
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
た
と
え
ば
早

期
胃
が
ん
の
内
視
鏡
治
療
で
す
と
、
翌
々
日
か
ら
ご
飯
を
食

べ
る
こ
と
が
で
き
、
一
週
間
程
度
で
退
院
と
な
り
ま
す
。
た

だ
、
内
視
鏡
治
療
を
行
う
た
め
に
は
、
早
期
の
段
階
で
〝
が

ん
〟
を
見
つ
け
て
あ
げ
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
そ
う
い
っ

た
意
味
で
も
、
定
期
的
に
検
査
を
受
け
て
い
た
だ
く
こ
と
が

大
切
で
す
。

Ｑ
．
今
後
、
目
指
し
た
い
こ
と
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

水
野　

現
在
、
年
間
で
７
千
件
以
上
の
内
視
鏡
検
査
・
治
療

を
し
て
い
ま
す
。
内
視
鏡
検
査
に
よ
っ
て
、
早
期
の
段
階
の

が
ん
を
見
つ
け
る
た
め
に
、
よ
り
多
く
の
患
者
さ
ん
に
内
視

鏡
検
査
の
必
要
性
を
理
解
し
て
い
た
だ
き
、
検
査
を
躊た
め
ら躇
う

方
こ
そ
「
内
視
鏡
セ
ン
タ
ー
」
を
訪
ね
て
欲
し
い
と
願
っ
て

い
ま
す
。
体
制
が
整
え
ば
、
主
に
午
前
中
し
か
行
っ
て
い
な

い
上
部
消
化
管
内
視
鏡
検
査
を
午
後
か
ら
も
行
い
た
い
と
思

い
ま
す
。
将
来
的
に
は
１
万
件
を
目
指
せ
る
よ
う
、
ス
タ
ッ

フ
一
同
精
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
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臓
器
別
に
３
チ
ー
ム
を
結
成

よ
り
専
門
的
な
治
療
を
行
う

Ｑ
．
消
化
器
外
科
の
特
色
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

寺
田　

食
道
、
胃
、
小
腸
、
大
腸
と
い
っ
た
口
か
ら
肛
門
ま

で
の
消
化
管
や
、
肝
臓
、
胆
の
う
、
膵
臓
と
い
っ
た
臓
器
を

扱
い
ま
す
。
疾
患
と
し
て
は
、
良
性
で
す
と
虫
垂
炎
や
胆
石

や
鼠
径
ヘ
ル
ニ
ア
な
ど
が
あ
り
ま
す
が
、
主
に
〝
が
ん
〟
な

ど
悪
性
疾
患
を
扱
う
こ
と
が
多
い
で
す
。

Ｑ
．
先
生
の
専
門
は
？

寺
田　

私
の
専
門
は
大
腸
で
す
が
、
消
化
管
外
科
は
チ
ー
ム

制
を
と
っ
て
い
て
、
現
在
、
上
部
消
化
管
チ
ー
ム
と
下
部
消

化
管
チ
ー
ム
、
肝
胆
膵
チ
ー
ム
の
３
つ
に
分
け
て
治
療
に
あ

た
っ
て
い
ま
す
。
手
術
は
ま
す
ま
す
専
門
化
し
て
い
る
の
で
、

臓
器
別
で
治
療
し
た
ほ
う
が
手
術
の
手
技
的
な
こ
と
や
術
後

の
管
理
も
わ
か
り
や
す
い
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

Ｑ
．
先
生
が
専
門
と
さ
れ
て
い
る
大
腸
で
す
が
、
ど
う
い
う

役
割
を
持
つ
器
官
な
の
で
す
か
。

寺
田　

消
化
管
の
一
番
最
後
を
つ
か
さ
ど
る
部
分
で
す
。
食

べ
た
物
は
口
で
咀そ

嚼し
ゃ
くし
、
胃
や
十
二
指
腸
で
消
化
さ
れ
、
小

腸
で
栄
養
分
を
吸
収
し
た
後
、
大
腸
に
流
れ
て
い
き
ま
す
。

大
腸
で
は
食
べ
物
の
カ
ス
か
ら
水
分
を
吸
収
し
て
、
便
を
作

る
だ
け
な
の
で
、
例
え
ば
大
腸
の
手
術
で
腸
を
切
っ
た
か
ら

と
い
っ
て
も
、
あ
ま
り
栄
養
障
害
と
い
っ
た
よ
う
な
こ
と
は

起
こ
り
ま
せ
ん
。

Ｑ
．
大
腸
の
病
気
に
は
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
ま
す
か
？

寺
田　

ほ
と
ん
ど
が
大
腸
が
ん
で
す
。
今
、
が
ん
の
中
で
も

男
女
合
わ
せ
た
罹
患
率
は
大
腸
が
一
番
多
い
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
特
に
高
齢
者
が
多
く
、
年
を
取
る
ご
と
に
罹
患
の
確

率
は
上
が
っ
て
い
き
ま
す
。
医
学
の
発
展
で
平
均
寿
命
が
延

び
、
が
ん
に
か
か
る
患
者
さ
ん
の
絶
対
数
は
30
年
前
の
２
倍

ま
で
増
え
て
い
ま
す
。

早
期
発
見
、
早
期
治
療

兆
候
の
な
い
大
腸
が
ん

Ｑ
．
大
腸
が
ん
の
兆
候
は
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
で
し
ょ
う
。

寺
田　

大
腸
が
ん
の
兆
候
は
な
い
こ
と
が
多
く
、
管か
ん

腔く
う
（
腸

な
ど
の
管
の
内
側
の
空
間
）
が
詰
ま
っ
て
か
ら
初
め
て
症
状

が
出
て
く
る
場
合
が
多
い
で
す
。
自
覚
症
状
と
し
て
は
、
便

に
血
が
混
ざ
り
便
器
が
真
っ
赤
に
な
る
こ
と
や
、
便
秘
や
下

痢
を
繰
り
返
す
通
過
障
害
が
あ
り
ま
す
。
お
腹
が
痛
く
な
っ

た
り
食
べ
た
物
を
吐
い
て
し
ま
っ
た
り
と
い
う
症
状
が
出
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
た
だ
一
般
的
に
こ
の
よ
う
な
症
状
が
出

て
し
ま
う
と
、
か
な
り
進
行
し
た
段
階
で
あ
る
こ
と
が
多
い

で
す
。
が
ん
は
、
ど
こ
の
臓
器
で
も
そ
う
で
す
が
、
早
期
発

見
、
早
期
治
療
が
大
事
で
す
。
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Ｑ
．
早
期
発
見
に
は
ま
ず
検
診
で
す
ね
。

寺
田　

検
診
で
は
、
便
潜
血
と
い
っ
て
肉
眼
で
は
見
え
な
い

血
液
が
便
に
混
ざ
っ
て
い
な
い
か
を
確
か
め
る
検
査
を
行
っ

て
お
り
、
年
に
一
度
の
検
診
を
お
勧
め
し
て
い
ま
す
。
検
査

は
回
数
を
重
ね
る
こ
と
で
、
精
度
が
上
が
る
と
も
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
症
状
が
出
る
前
に
発
見
す
る
と
、
大
腸
が
ん
も
治

る
可
能
性
が
上
が
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
検
診
を
う
け
て
く
だ

さ
い
。

Ｑ
．
消
化
器
外
科
の
特
徴
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

寺
田　

外
科
は
手
術
が
メ
イ
ン
な
の
で
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が

重
要
で
す
。
チ
ー
ム
を
3
つ
に
分
け
て
は
い
ま
す
が
、
実
際

の
手
術
で
は
、
別
の
チ
ー
ム
か
ら
来
て
も
ら
っ
た
り
す
る
こ

と
も
よ
く
あ
り
ま
す
。
ま
た
私
は
腹
腔
鏡
手
術
の
技
術
認
定

医
の
資
格
を
持
っ
て
お
り
、
経
験
し
た
手
術
の
症
例
も
豊
富

に
あ
り
ま
す
。
私
は
大
腸
の
手
術
に
自
信
を
持
っ
て
い
ま
す

が
、
そ
う
い
っ
た
臓
器
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
達
が
そ
れ
ぞ
れ

の
分
野
に
い
て
、
お
互
い
助
け
合
い
な
が
ら
治
療
で
き
て
い

る
の
が
特
徴
で
す
。

患
者
さ
ん
に
寄
り
添
う
治
療

Ｑ
．
患
者
さ
ん
に
対
し
て
の
接
し
方
や
モ
ッ
ト
ー
が
あ
れ
ば

教
え
て
く
だ
さ
い
。

寺
田　

患
者
さ
ん
に
と
っ
て
「
が
ん
に
か
か
っ
た
、
治
療
す

る
、
手
術
す
る
、
手
術
後
ど
う
な
る
か
」
と
い
う
の
は
、
人

生
で
一
度
あ
る
か
な
い
か
の
大
き
な
出
来
事
で
す
。
患
者
さ

ん
の
た
め
に
最
良
最
善
の
治
療
を
提
供
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
検
査
か
ら
は
じ
ま
り
、
手
術
、
手
術
後
の
フ
ォ
ロ
ー

ア
ッ
プ
、
抗
が
ん
剤
の
治
療
、
緩
和
ケ
ア
、
そ
し
て
不
幸
に

し
て
亡
く
な
ら
れ
る
と
き
ま
で
、
そ
の
患
者
さ
ん
に
は
ど
ん

な
治
療
が
ベ
ス
ト
な
の
か
を
常
に
考
え
て
い
ま
す
。

Ｑ
．
が
ん
患
者
さ
ん
の
不
安
と
い
う
の
は
、
計
り
知
れ
な
い

も
の
で
す
よ
ね
。

寺
田　

が
ん
と
言
わ
れ
て
、
不
安
に
な
ら
な
い
方
は
い
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
大
腸
が
ん
は
他
の
が
ん
に
比
べ
て
再
発
、
転

移
し
て
も
治
る
可
能
性
が
高
い
の
が
特
徴
で
す
。

　

肝
臓
や
肺
に
転
移
し
た
場
合
で
も
手
術
が
可
能
な
場
合
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
手
術
が
で
き
な
い
場
合
で
も
、
抗
が
ん

剤
治
療
や
放
射
線
治
療
な
ど
と
組
み
合
わ
せ
て
実
施
し
、
腫

瘍
が
縮
小
す
れ
ば
、
手
術
が
可
能
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

最
後
ま
で
あ
き
ら
め
ず
に
病
院
の
い
ろ
ん
な
先
生
の
力
を
借

り
て
最
善
を
尽
く
し
ま
す
。

内
視
鏡
の
技
術
を
若
手
へ

Ｑ
．
今
後
、
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
こ
と
な
ど
が
あ
れ
ば
教

え
て
く
だ
さ
い
。

寺
田　

若
手
の
教
育
で
す
。
特
に
内
視
鏡
外
科
学
会
の
技
術

認
定
医
を
目
指
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
腹
腔
鏡
下
手
術
に

は
高
度
な
技
術
が
必
要
で
す
の
で
、
ま
だ
ま
だ
安
全
に
普
及

で
き
て
い
る
と
は
言
え
な
い
の
が
現
状
で
す
。
後
輩
に
も
ど

ん
ど
ん
執
刀
し
て
も
ら
い
、
で
き
れ
ば
技
術
認
定
医
の
資
格

を
取
っ
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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髪
の
毛
の
先
か
ら
足
の
爪
の
先
ま
で

す
べ
て
の
体
表
面
の
疾
患
を
扱
う

Ｑ
．
形
成
外
科
の
特
色
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

宮
下　

よ
く
「
整
形
外
科
や
皮
膚
科
と
は
ど
う
違
う
の
？
」

と
聞
か
れ
る
の
で
す
が
、
形
成
外
科
は
髪
の
毛
の
先
か
ら
足

の
爪
の
先
ま
で
、
す
べ
て
の
体
表
面
の
疾
患
を
扱
い
ま
す
。

例
え
ば
目
な
ら
、
ま
ぶ
た
の
手
術
。
足
で
あ
れ
ば
、
巻
き
爪

の
手
術
。
ま
た
、
顔
の
骨
折
や
毛
の
植
毛
、
腱
が
切
れ
た
な

ど
、
内
臓
以
外
の
す
べ
て
の
疾
患
を
診
て
い
ま
す
。
ま
た
、

形
成
外
科
は
失
わ
れ
た
機
能
と
形
態
を
取
り
戻
し
、
再
建
す

る
科
で
す
。

Ｑ
．
市
民
病
院
で
は
主
に
、
ど
の
よ
う
な
疾
患
の
患
者
さ
ん

が
多
い
の
で
し
ょ
う
か
？

宮
下　

悪
性
腫
瘍
を
含
め
た
皮
膚
腫
瘍
や
外
傷
が
多
い
で
す
。

ま
た
、
当
院
で
は
他
科
か
ら
の
依
頼
が
多
く
、
眼
科
か
ら
は

眼が
ん

瞼け
ん

下か

垂す
い

や
顔
面
神
経
麻
痺
の
疾
患
、
婦
人
科
か
ら
は
帝
王

切
開
の
傷
痕
が
気
に
な
る
方
、
外
科
か
ら
は
乳
房
再
建
と

い
っ
た
疾
患
を
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ
．
他
科
と
の
連
携
が
密
に
取
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
と
て

も
良
い
環
境
と
い
う
こ
と
で
も
あ
り
ま
す
ね
。

宮
下　

そ
う
で
す
ね
。
当
院
は
総
合
病
院
の
中
で
も
、
横
と

の
繋
が
り
や
連
携
が
と
て
も
強
い
こ
と
が
特
色
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
。

足
の
深
爪
が
原
因
の
陥か

ん

入に
ゅ
う

爪そ
う

５
分
の
手
術
で
痛
み
改
善

Ｑ
．
形
成
外
科
で
扱
う
疾
患
の
中
で
も
、
先
生
の
ご
専
門

は
？

宮
下　

専
門
は
形
成
外
科
全
般
と
な
り
ま
す
が
、
最
近
は
眼

瞼
下
垂
の
手
術
が
多
い
で
す
。
ま
た
年
間
を
通
し
て
陥か
ん

入に
ゅ
う

爪そ
う
も
か
な
り
の
数
を
診
て
い
ま
す
。
眼
瞼
下
垂
と
は
生
ま
れ

つ
き
、
も
し
く
は
加
齢
に
よ
っ
て
瞼
ま
ぶ
たが

下
が
っ
て
し
ま
う
疾

患
の
こ
と
で
、
手
術
に
よ
っ
て
目
を
開
き
や
す
く
し
ま
す
。

陥
入
爪
は
足
の
爪
が
皮
膚
に
食
い
込
み
、
痛
く
て
歩
け
な
く

な
る
の
が
主
な
症
状
で
す
。
外
来
で
は
予
約
な
し
で
、
5
分

程
度
で
で
き
る
手
術
も
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
日
の
う
ち
に

手
術
す
る
こ
と
で
痛
み
は
改
善
さ
れ
、
次
の
日
か
ら
は
お
風

呂
に
入
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

Ｑ
． 

陥
入
爪
と
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
原
因
で
起
こ
る
疾
患

な
の
で
す
か
？

宮
下　

ほ
と
ん
ど
の
場
合
は
深
爪
で
す
。
爪
は
白
い
と
こ
ろ

ま
で
ぎ
り
ぎ
り
に
切
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
多
い
と
思
う
の
で

す
が
、
な
る
べ
く
白
い
と
こ
ろ
は
残
す
よ
う
に
し
て
く
だ
さ

い
。
そ
し
て
爪
の
角
を
切
る
こ
と
も
多
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
四
角
く
切
る
こ
と
に
よ
っ
て
再
発
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き

ま
す
。
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形成外科部長

宮
み や

下
し た

 松
ま つ

樹
き

医師

他
科
と
の

チ
ー
ム
プ
レ
ー
に
よ
り

患
者
さ
ん
の
理
想
的
な
治
療
を

形成
外科



Ｑ
．
全
身
に
及
ぶ
疾
患
を
扱
う
科
と
の
こ
と
で
す
が
、
現
在

は
先
生
お
一
人
で
患
者
さ
ん
を
診
察
さ
れ
て
い
ま
す
よ

ね
。

宮
下　

常
勤
は
1
名
で
す
が
、
火
曜
と
木
曜
は
大
学
の
非
常

勤
の
先
生
に
来
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
大
学
の
先
生
と
相

談
し
な
が
ら
手
術
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
他
科
の
先

生
と
も
連
携
を
大
切
に
治
療
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
．
形
成
外
科
で
は
シ
リ
コ
ン
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
に
よ
る
乳
房

再
建
手
術
も
行
っ
て
い
ま
す
ね
。

宮
下　

は
い
、
行
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
、
シ
リ
コ
ン
を
入
れ

な
く
と
も
乳
房
再
建
は
で
き
る
の
で
、
基
本
的
に
は
乳
房
温

存
術
の
症
例
の
方
が
多
い
で
す
。
そ
の
乳
房
温
存
術
の
中
で

も
、
変
形
を
き
た
す
も
の
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
場
合
、
乳
房

温
存
術
に
も
形
成
外
科
が
携
わ
り
、
な
る
べ
く
変
形
が
少
な

く
な
る
よ
う
な
治
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
他
院
で
は

あ
ま
り
や
っ
て
い
な
い
取
り
組
み
だ
と
思
い
ま
す
。

治
り
に
く
い
傷
への

最
新
機
器
の
導
入
の
う
ご
き

Ｑ
．
良
い
設
備
が
整
い
、
医
療
も
進
化
す
る
中
、
先
生
が
現

在
注
目
し
て
い
る
治
療
な
ど
は
あ
り
ま
す
か
？

宮
下　

創そ
う

傷し
ょ
う

治ち

癒ゆ

に
関
し
て
な
ん
で
す
が
、
現
在
で
は
傷

を
治
す
た
め
の
い
ろ
い
ろ
な
機
械
が
で
き
て
い
ま
す
。
例
え

ば
「
外
科
手
術
の
傷
が
開
い
て
し
ま
っ
た
」「
床
ず
れ
」
と

い
っ
た
な
か
な
か
治
り
に
く
い
よ
う
な
傷
も
、
最
新
の
機
械

を
取
り
入
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
治
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

ア
メ
リ
カ
で
は
当
た
り
前
の
よ
う
に
認
可
が
下
り
て
い
る
機

械
だ
っ
た
り
も
す
る
の
で
す
が
、
日
本
に
く
る
ま
で
に
は
時

間
が
か
か
っ
て
し
ま
う
の
で
す
。
し
か
し
、
最
近
は
緩
和
さ

れ
て
き
て
い
る
た
め
、
認
可
も
比
較
的
通
り
や
す
く
な
っ
て

い
ま
す
。
な
の
で
、
今
後
も
新
し
い
機
械
は
積
極
的
に
取
り

入
れ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ
．
先
生
の
治
療
に
対
す
る
モ
ッ
ト
ー
は
あ
り
ま
す
か
？

宮
下　

患
者
さ
ん
の
希
望
に
合
わ
せ
る
た
め
に
最
大
限
の
努

力
を
す
る
こ
と
で
す
。
ど
ん
な
手
術
も
患
者
さ
ん
の
希
望
に

沿
っ
た
治
療
を
行
い
ま
す
。
何
度
も
本
人
に
確
認
を
取
り
な

が
ら
手
術
を
行
う
こ
と
も
あ
り
、
患
者
さ
ん
が
満
足
、
納
得

の
い
く
ま
で
相
談
し
な
が
ら
治
療
を
行
う
こ
と
を
モ
ッ
ト
ー

に
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
．
富
山
市
民
病
院
で
今
後
、
目
指
し
て
い
き
た
い
こ
と
な

ど
が
あ
れ
ば
教
え
て
く
だ
さ
い
。

宮
下　

一
人
で
は
な
か
な
か
で
き
な
い
こ
と
も
、
他
科
の
先

生
と
の
チ
ー
ム
プ
レ
イ
・
連
携
を
取
り
な
が
ら
患
者
さ
ん
に

と
っ
て
理
想
的
な
治
療
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い 

ま
す
。
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〈 コ ラ ム 〉　 新 た な ス タ ート
院 長 　 石 田  陽 一 　

　今年も大雪であったり季節外れの夏日であったりと気候変動が切実に感じられる

幕開けでした。医療界におきましても、2018 年度は診療報酬と介護報酬の同時

改定だけでなく、第 7 次医療計画と第 7 期介護保険事業計画がスタートし、国民

健康保険財政の都道府県単位化や第 3 期医療費適正化計画も開始されるなど「惑

星直列」の年と呼ばれています。これは団塊の世帯がすべて 75 才以上の後期高

齢者になる 2025 年に向けて医療と介護の一体改革の実質的なスタートとなる年

であることを意味しています。

　このような変革の時代にこそ、当院が果たさなければいけない役割を明確にして

迷走することがないようにする必要があります。当院の果たすべき医療機能は高度

急性期・急性期の入院医療、二次輪番救急医療、専門性の高い外来診療そして災

害拠点病院としての災害医療と定めています。今後もこのような機能を高めて、選

ばれる病院を目指していきます。

　今年度も新しいスタッフが赴任し、新たな診療体制がスタートしています。脳神

経外科には血管内治療の第一人者である毛利正直先生を迎え、呼吸器内科は石浦

部長の後が空席となっていましたが、野村智先生が着任しました。他にも診療グル

ープの長が変わっていますので、本号の「きよら」は各先生へのインタビュー特集

となっています。

　ご覧になっていかがでしたでしょうか？　「きよら」を通じて、皆様に当院のことを

知っていただければありがたいと思います。よろしくお願いします。
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T O P I C S

患者満足度調査
平成29年度調査結果について

02

「看護の日・看護週間」イベントを開催しました

T O P I C S

　当院では毎年、看護の日・看護週間のイ
ベントとして「健康相談および健康チェック」
を開催しています。平成30年度も、５月１１
日（金）にイベントを開催し、多くの患者さ
んとご家族の方にご参加いただきました。
　当日には、血圧測定・体脂肪測定・血
糖測定・骨粗鬆症チェック・ハンドマッサー
ジ・健康相談・パンフレット配布を行いました。
　イベントを通して「看護の日」「看護の心」
を知っていただき、また、健康・医療への
関心を深めてもらえば幸いと考えております。

　富山市民病院では、毎年、患者満足度調査を実施しています。29年度も当院を利用されている皆さ
まから多くのご意見をいただき、ありがとうございました。
　当院を選ばれた理由としては、入院・外来ともに「他の医療機関からの紹介」が１位でした。地域
医療支援病院として地域の医療機関との連携が継続的かつ密接になされているものと考えています。
また、総合的な満足度は、グラフの通りとなっております。
　これらの調査結果をふまえ、今後も、当院の理念である「地域医療のリーダー病院になる」というビ
ジョンを堅持し、医療サービスの改善及び質の向上のために努力することで、より一層の期待に応えら
れる病院を目指したいと考えています。

当院を家族・友人などに紹介したいですか？Q1

ぜひしたい まあしたい あまりしたくない 全くしたくない 無回答

0% 20 40 60 80 100%

0% 20 40 60 80 100%

入院

外来

今後も当院を利用したいと思われますか？Q2

入院

外来



●開催時間／各回14:00～（30分程度）  ●会場／まちなか総合ケアセンター（総曲輪4丁目）
申し込み・参加費は不要です！  まちなか総合ケアセンターへ是非お越しください！！
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 1 水 お口の体操～食べる力を鍛えよう～
 2 木 便秘症改善の食事について
 6 月 放射線治療について
 7 火 慢性腎臓病について
 8 水 こどものお薬の飲ませ方・使い方
 9 木 こどもの脱水 

～家庭でのケアと受診の目安～
13 月 エコノミークラス症候群って？
14 火 メンタルヘルス～心の健康～
15 水 乳がんと遺伝
16 木 検査結果の見方～脂肪～
20 月 フットケア～足からの健康～
21 火 子育て・孫育て講座 ～断乳と

卒乳ってなに・離乳食とおやつを知ろう～
22 水 一次救命処置を体験してみませんか

～ＡＥＤを使ってみよう！～
23 木 認知症の基礎知識
27 月 骨粗鬆症シリーズ Ⅰ 看護師が語る

骨粗鬆症ってな～に？
28 火 骨粗鬆症シリーズ Ⅱ 薬剤師が語る

骨粗鬆症のお薬について
29 水 骨粗鬆症シリーズ Ⅲ  栄養士が語る

コツコツ続ける骨粗鬆症を予防する食事
30 木 骨粗鬆症シリーズ Ⅳ  理学療法士が語る

やってみよう！ 骨を強くする運動

 3 月 心臓の病気と上手に付き合う
ためにできること

 4 火 風邪の防ぎ方・治し方
 5 水 災害時に起こる病気について

～準備と対策～
 6 木 糖尿病の合併症ってなーに？
10 月 検査結果の見方～肝臓～
11 火 ＭＲＩとＣＴどう違うの
12 水 おむつの処方箋

～当て方・選び方～
13 木 こどもの障害（事故）予防
18 火 認知症シリーズ Ⅰ

作業療法士が語る
認知症予防について

19 水 認知症シリーズ Ⅱ
認知症看護認定看護師が語る
認知症予防について

20 木 認知症シリーズ Ⅲ 薬剤師が語る
認知症予防について

25 火 在宅介護と介護保険
26 水 緩和ケアは在宅でもできますよ
27 木 いびき気になりませんか？

～睡眠時無呼吸症候群について～

富 山 市 民 病 院 の 基 本 理 念
The Idea of the Toyama City Hospital

ふ れ あ い 健 康 講 座

使　命
MISSION 私たちは医療を通して皆様の健康を守り、豊かな地域づくりに貢献します。

富山市民病院の存在意義

●思いやり やさしさ、やすらぎ、おもてなし、親切
●つながり 連携、チームワーク、わかりやすさ

価値観
VALUE

●信頼 安全・安心、満足、透明性
●良質 技術、知識、向上心、科学的
●俊敏 迅速、効率的、的確

我々が何を大切にしていくかのキーワード

展　望
VISION

●地域から最も信頼される病院になる
●地域医療の質向上を牽引する病院になる
●地域医療情報ネットワーク構築の中心的役割を担う病院になる

将来どのような姿を目指すのか

日本医療機能評価機能富山市立富山市民病院

富山市立富山市民病院

富山市民病院マガジン「きよら」

●題名の「きよら」は病院の清潔なイメージや医療の透明性、
そして心の美しさを表し、柔らかでやさしい書体はやすらぎ
と信頼を表現しています。

T O Y A M A  C I T Y  H O S P I T A L M A G A Z I N E
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特集

特集

脳血管内治療の
スペシャリスト登場
脳血管内治療

日々 の鍛練で向上し続ける、
脳神経外科医としての在り方

富山市民病院、
4月より新体制
スタート！

新体制

各科新部長紹介。
患者さんとの向き合い方を語る

 2 月 あなたの心臓はお元気ですか？
～心臓の病気あれこれ～

 3 火 日頃からやろう！感染予防
 4 水 10分間でできる腰痛体操
 5 木 高血糖が危ない！～血糖値って

なぜあがるの？ HbA1cって何？～
 9 月 肥満を食事で改善！ ～糖尿病

予備群にならないために～
10 火 ちょっと気になる薬の話

～薬とサプリメント～
11 水 ちょっと待って！ その尿漏れ

放っておいても大丈夫？
12 木 こどもの発熱 ～家庭での

ケアと救急受診の目安～
17 火 心臓超音波検査について
18 水 大腸がん治療のお薬
19 木 脳卒中について
23 月 レントゲン検査の種類
24 火 白内障について
25 水 むくみってなーに？ 

～リンパ浮腫について～
26 木 認知症って、なに？
30 月 がん相談支援センター

～がん何でも相談室ってどんなとこ～
31 火 熱中症について


